
■大学・学部と附属学校との共同研究■ 

 

熊本大学教育学部・教育学研究科と四附属学校園との共同研究について： 

カリキュラム改革への取組み 
 

熊本大学教育学部 副学部長（附属学校担当） 藤田 豊 

 

１．はじめに 

 熊本大学教育学部四附属学校園では，新学習指導要領（及び幼稚園教育要領）を念頭に，授業と保育

の改善，カリキュラム改革，教育課程改革等に取り組んできている。それぞれについて共同研究の視点

から現況報告を行う。 

 

２．附属幼稚園の取組み：保育の評価システムを創る 

 附属幼稚園では，昨年度までの３年間，「幼児期にしっかりと遊び込むことで自ら学ぶ子どもにな

る」という考えに基づいて，幼児期の学びを小学校以降の学びへとつなぐことを意識した教育課程

を目指して研究を進めてきている。指導計画作成の際に見出した幼児の発達の道筋を基に，指導計

画のねらいや内容の検討を繰り返し，新教育課程が編成されている。本年度は，評価の妥当性や信

頼性が高められるように新たな評価指標を作成し（資料１参照），幼児期にふさわしい評価の在り

方を工夫することで，幼児理解を深めることと，評価に基づく指導の改善を明らかにすることを目

的とした研究が展開されている。 

学部教員（主に教職担当）も定期的に研究推進委員として参加し，５領域（健康，人間関係，環境，

言葉，表現）にわたる子どもたちの学びや育ちの変化を，先の評価指標に基づき多面的に評価する方法

について意見交換をしている。今後，さらにこの作業が進展することで，幼児期の子ども一人ひとりの

育ちの「いま」を見つめ，「育ってほしい姿」に向けて，求められる保育とその評価システムについての

共同研究が進む予定である。 

 

（資料 1：附属幼稚園で開発中の評価指標のイメージ図） 

 

評価指標イメージ図（平成 30 年 8月作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 健康な心と体 ２ 自立心 ３ 協同性 
４ 道徳性・ 規範意識

の芽生え 
５ 社会生活との 

関わり  
６ 思考力の芽生え 

7 自然との関わり ・
生命尊重 

８ 数量・ 図形、 標識や文字

などへの関心・ 感覚 
９ 言葉による 
伝え合い 

1 0 豊かな感性と  
表現 

○体を大切にするために必

要なことを進んで行う  

○成長した自分に気付き自

信を持って生活する 

○共通の目的をもち、 互い

のよさを生かしながら協

力して遊びを進める 

〇より楽しい生活をするた

めに、 必要に応じてきま

り をつく り守ろう とする 

〇お世話になった人に感謝

の気持ちを表す 

〇多様な発想をする 

 

〇身近な動植物をいたわり

大切にする  

〇相手に伝わるよう に記号

や文字を工夫して活用す

る 

〇言葉で伝え合う 喜びを味

わう  

〇制作やごっこ遊びなどで

工夫して表現することを

楽しむ 

○見通しを持って生活する 

○生活の場を自分たちで整

えよう とする 

 

○安全に気を付け

て行動する 

 

○自分の健康のために様々

な食べ物を食べてみよう

とする 

〇少し難しい遊びに挑戦し

充実感を味わう (竹馬、折

り紙など) 

〇病気の予防など、 体を大

切にするために必要なこ

とがわかる 

○生活に必要なことに積極

的に取り組む 

 

○危な い行動や状   

況が分かる 

 

 

 

○生活に必要なことを教師

と一緒にする 

〇し なければならな

いこ と に自分で気

付いて行動する 

○諦めずに挑戦し達成感を

味わう  

○自分なり の課題を見出

し ､根気強く 取り組む 

○繰り返し挑戦する 

○今まで経験していなかっ

たことにも取り組む 

 

〇少し難しい遊びに取り組

む（ 竹馬、 一輪車など）  

○自分なり の目的を  

持って取り組む 

  

○困った時などに自分で考

え解決しよう とする 

○共通の目的に向かい､

皆で協力し て取り 組

むことを楽しむ 

○友達に思いや考えを伝

え、 受け入れたり折り合

いをつけたり して遊ぶ 

○友達の思いや考え

に気付き協力する 

○いろいろな友達と イ

メ ージを共有する楽

しさを味わう  

〇気の合う 友達と共通の目

的を持って遊ぶ 

○気の合う 友達とイメ ージ

を共有する 

○友達の得意なことやよさ

に気付く  

〇相手の思いや考えに気付

き行動する 

〇遊びの中で必要に応

じてルールをつく る 

〇ト ラブルが起きた時、 解

決に向けて案を出す 

〇遊具の使い方や室内の過

ごし方などのきまりを守

ろう とする 

〇集団の中で状況に

気付き、 待ったり

譲ったりする 

〇自分の非を認めたりよい

ことを進んでしたりする 

〇遊具や道具など皆で使う

物を大切にする 

 

 

〇年下の友達を思いやる 

 

〇簡単なルールのあ

る遊びを楽しむ 

 

〇保護者に感謝の気持ちを

表す 

 

〇地域に親しみを持つ 

〇天気予報など、 必要 

な情報を遊びや生活

に取り入れる 

〇地域のお店や場所に関心

を持つ 

〇知り たいこ と を図

鑑などで調べる 

 

〇公共の場で状況に応じた

行動をする 

〇友達の役に立つこ

とを喜ぶ 

〇園の職員や友達の保護者

などに進んで関わる 

〇友達から聞いたことを遊

びに取り入れる 

 

〇園外での体験を

遊びにいかす 

 

 

〇新たな考えを見出す 

 

〇友達の考えを受けて更な

る考えを持つ 

 

〇動く おも ちゃづく り

などで、物の性質や仕

組みを生かす 

 

〇予想し 、 やってみたこと

を確かめる 

 

〇友達が考えた仕組みを模

倣する 

〇予想し試す 

 

〇比較し、 違いに気付く  

 

〇探求心を持っ て、 自 

然に関わる 

 

〇生き物に適し た関

わりをする 

 

〇興味を持った自然物

を観察する 

 

〇身近な動植物の成長を喜    

 ぶ 

〇動植物の特徴を知る 

 

 

〇自然の変化に気付き言葉

で表す 

 

 

〇看板や標識などに、記

号・ 文字・ 数字・ 絵な

どを活用する 

〇目的に合った長さや形を

予測してつく る 

〇ド ッ ジボールや鬼ごっこ

などで広さや人数を考え

る 

〇必要感を持って数

を数える 

〇いろいろな形の組み合わ

せを工夫して、 立体的に

構成する 

 

 

 

〇形の違いや特徴を生かし

て遊ぶ 

 

〇友達の考えを自分の言葉

で確かめる 

 

〇相手に分かるよう に

工夫し て思いや考え

を伝える。  

〇友達の思いや考えを聞い

て共感する 

 

〇友達の話を聞いて疑問に

思ったことを尋ねる 

〇友達に自分の思いや考え

を言葉で伝える 

〇絵本や物語の言葉や展開

を楽しむ 

〇友達の話を聞こう とする 

〇関心を持って気の合う 友

達の話を聞く  

 

 

 

 

〇教師の話を聞いて理解す

る 

〇言葉のリズムや繰り返し

の楽しさを感じる 

〇友達と一緒に歌・ 制作・

ごっこ遊びなど多様な表

現を楽しむ 

 

〇ビーズや色板などより美

し く なるよう に色や形を

組み合わせて表現する 

〇自分のイメ ージに合う 素

材を選んでつく る 

〇音楽の雰囲気を感じなが

ら歌や楽器， 動きなどで

工夫して表現する 

〇気の合う 友達とイメ ージ

を出しながら動きや言葉

などで表現して遊ぶ 

〇遊びに必要な物をつく る 

〇作りたいものをイメ ージ

してつく る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保護者と離れ安心し

て過ごす 

〇教師に支えられながら

できた喜びを感じる 

 

○生活の流れがわかる 

〇友達と 同じ よう なイ

メ ージで遊ぶ 

○保護者と喜んで登降園する 

○年上の人に優し く し ても

らい、 心地よさを感じる 

〇教師に進んで関わる 

〇異年齢の友達に

親しみを持つ 

〇数を使いながら遊ぶ 

〇文字を読もう とする 

 

〇数字や文字のよう な物

をかいて遊ぶ 

 

〇いろいろな形を組み合わ

せて遊ぶ 

 

〇絵表示などの標識や文字

に興味を持つ 

 

〇なり きっ て遊ぶこ と を

楽しむ 

〇歌を歌ったり 音を鳴らし

たり して遊ぶ 

 

〇かいたり つく ったり

することを楽しむ 

 
〇空き箱・ 泥・ 積み木など身

近な物を料理や電車など

に見立てて遊ぶ 

 

 

○園生活の基本的な

きまり を守る 

〇気持ちを体や声で表現する 

 
〇音楽の雰囲気を感じ

ながら体を動かす 

 

○身の回り のこ と を

教師と一緒にする 

○自分でしよう とする 

○保護者と離れ安心して過ごす 

○手洗いや靴の履き替えな

ど園生活の仕方がわかる 

○身の回り のこ と を自

分でする 

○身の回り のこと を自

分でしよう とする 
○体を動かし て遊ぶ

楽しさを感じる 

○園で食べることを楽しむ 

○様々な体の動きを楽しむ 

○目に付いた物で遊ぶ。  

○やりたい遊びを見つけて遊ぶ 

〇友達と過ごす楽しさを味わう  

〇友達と同じ よう な

ことをして遊ぶ 

〇自分なり に相手のこ と

を思って行動する 

 

 

 

〇友達に関心を持つ 

 

〇好きな友達を誘って

遊ぶ 

 

〇友達と の関わり を通

して親しみを持つ 

 

〇自分でできるよう にな

ったこと を喜び、 繰り

返しやってみる 

 

〇教師や友達に親しみを持つ 

 

〇教師の手伝いをして役に立つことを喜ぶ 

〇担任以外の身近な大人(園の職

員や友達の保護者など)に親し

みを持つ 

 

〇自分の物を大切にする 

〇自分から順番に並

ぼう とする 

〇気の合う 友達と 遊ぶこ と

を楽しむ 

〇「 見て」「 ほら」 など

伝えたいことを話す 

〇かいたり つく っ たり し

ながら見立てたり イ メ

ージしたりする 

〇友達と 一緒にかいたり

つく ったり するこ と を

楽しむ 

〇絵本の読み聞かせを楽しむ 

〇教師の話を聞

こう とする 

〇「 〇〇しているの」など，

し たり 見たり し ている

こ と を自分なり の言葉

にする 
 

〇したいこと ，してほしい

こ と を自分なり の言葉

で表現する 

○身近な動植物に進んで

関わる 

○自然現象に心を 動か

し 、 言葉や態度で表す 

○自然の美し さ や不思

議さに気付く  

○繰り返し試す 

○美し い物や不思

議な物に気付く  

○変化や違いに気付く  

○物や素材を五感を通して楽しむ 

〇サラ粉づく り や色水

遊びなどで変化を楽

しむ 

〇興味を持った物で遊ぶ 

〇相手の様子に気付き教師

に伝えるなど行動する 

 

〇繰り返し関わる 

☆興味を持ったものや人をじっと見たり 、 触ったりするなど、 五感を通して関わる  

〇「 いやだ」「 おもしろい」

など自分の気持ちや思い

を言葉で伝える 

 

〇自分や友達のマークに

関心を持つ 

〇同じ 物を集めるこ

とを楽しむ 

〇物を並べる 

評価指標イメ ージ図（ 平成 3 0 年８ 月作成）  

健康 人間関係 環境 言葉 表現 

○皆と一緒に食べるこ

とを楽しむ 〇泥が固まるなど物の性

質に気付く  

○やり たいこ と やつく

り たい物に向けて試

行錯誤する 

〇身近な動植物に関心を

持つ 

○自然物に関わって遊ぶ ○自然物を使って遊ぶ 

〇自分が知り たいこ

とを尋ねる 

 

〇数や量、 大きさを比較する 

〇数を数える 

 

〇人数分あるかなど大まかな数

を量として捉える 

 

〇「 こ う し よう 」 など気の合う

友達に自分の思いや考えを言

葉で伝える 
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３．附属小学校の取組み：授業研究の成果を地域に還元する 

 附属小学校では，現実の世界で実践する学びの文脈に近づけながら，子ども自身に学習の目的や方法

に係る見通しを明確に持たせ，解決に向かう思考を自分たちで展開できるような授業の実践研究に取り

組んでいる。授業では，子どもが学びの主体となってお互いの疑問や考えを自由に表現し合う「対話」

を大事にし，そのことによって，子ども自身のなかで知識やその概念的理解が洗練されて行くような深

い学びの実現を目標としている。毎年２月に開催される研究発表会では，学部教員も教科ごとに助言指

導者等の役割を担い協力体制を築いている。今年度からは，教育学研究科（教職大学院）の実務家教員

（附属小学校勤務経験者）が先導する形で，学習の基盤となる資質・能力としての言語能力や情報活用

能力に焦点化し，附属小学校と熊本市教育委員会（教育センター）との協働で，教員研修のためのデジ

タルコンテンツの開発にも取り組んでいる（資料２参照）。その一例として，附属小学校の外国語科（６

年）の授業では，子どもがよく知っている内容（じゃんけんする際の掛け声や拍子の取り方，勝ち負け

引き分けの数の数え方，故郷を想う歌の合唱等）を扱いながら，言葉や文化の違いが特徴として現れる

授業風景に研究者（ネイティブ）教員の理論的説明も加えたデジタルコンテンツが開発されている（資

料３ab 参照）。教育センターでの検証作業を経て，ICT を活用した公立学校の教員向け研修プログラム

に組み込まれる予定である。 

 

（資料２ 共同研究の組織とその機能の関係図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料３ab 附属小学校外国語科授業と解説の一コマ) 
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４．附属中学校の取組み：学習の基盤となる資質・能力を育む教科横断的実践研究 

 附属中学校では，イノベーションによる新たな社会創造（Society5.0）やグローバル化，情報化によ

る急激な社会変化に対応するために，平成２６年度から文部科学省から研究開発校としての指定を受け

（H26-27, 29-30），子どもたちに未来を拓く力を育成するためのカリキュラム（新教科：未来思考科）

の開発に携わってきた。未来思考科で育てる「思考力」を“一人ひとりが自ら学び判断し自分の考えを

持って，他者と話し合い，考えを比較したり吟味したりして統合し，よりよい解や新しい知識を創り出

し，更に次の問いを見つける力”と捉え，新学習指導要領が示す資質・能力の３つの柱がバランスよく

育まれて行くようにデザインされている（資料４参照）。具体的に授業の中で取り扱う思考力は３つの

要素（論理的・批判的思考力，問題発見解決力・想像力，メタ認知力）から構成され，カリキュラムマ

ネジメントの視点（教科のなかで学んだ知識を活用し解決する課題，教科間で学んだ知識を総合的に活

用し解決する課題，学校内・外で獲得した経験や知識を総合的に活用しながら解決する課題）に立った

授業作りを学年ごとに行った（資料５参照）。そして，未来思考科による学習効果について検証を行って

いる。本研究は，附属中学校が主導する形で実施され，本学部からは研究指導員として学部教員（教科

担当）が参加する形で進められている。 

 

(資料４ 未来思考科の枠組み) 
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（資料５ 教科横断的観点からみた学習課題と未来思考科の位置づけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．附属特別支援学校の取組み：１０年間にわたって取り組んで来た教育課程改革 

 附属特別支援学校では，子どもたちの夢や希望を実現するために授業づくりのあり方や個や障がいの

特性に応じた指導内容・方法の研究，教育的ニーズと新学習指導要領を見据えた子どもたちの学びを基

盤にした今後の特別支援教育のあり方を考えた実践研究への取組みを行っている。研究は大きく３つの

柱（１）カリキュラムの充実のための熊大式マネジメントシステム開発，（２）主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善，（３）地域社会（福祉労働等）との連携強化，から構成されている（資料６

参照）。（１）は，学習指導要領に基づき，教科横断的な視点から子どもたち一人ひとりの夢や希望の実

現にむけて段階的にミーティング（支援者，課題解決，授業ベース）を行いながら，子どもに合った授

業や教育支援活動を教員皆で話し合って実施し，その効果を評価するシステムを作り，次の授業や活動

の修正に繋げて行くものである。（２）は，小学部，中学部，高等部ごとに，主体的な学び（学びへの興

味関心，学びの見通しや必然性，学びの振り返り），対話的学び（子ども同士の協働や，教職員や地域の

人との対話等を通じ，自己の考えを広げ深める），深い学び（学びの深まりや拡がり）を実現させるため

の授業作りに取り組むものである。（３）は，就職支援ネットワーク会議を設置し，地域のモデル校とし

て，教育・労働・福祉等の関係機関が連携・協働することにより，本校および地域のキャリア教育や就

労支援体制を充実させるように取組むものである。平成２１年度に始まった附属特別支援学校の教育課

程改革は，教員皆が同じ方向に向かって子どもを指導・支援するチーム・アプローチで，教育学部特別

支援教育教員養成課程の教員との協働により（１）に取組むことからスタートしている。その後，（３）

の地域の教育・行政機関との緊密で強固な連携構築へと発展し，昨年度からは教育学部の教科教育，教

職（教育学・心理学），特別支援教育を専門とする教員も共に協働しながら（２）のカリキュラム改革を

展開している。10 年前に立ち上がった本プロジェクトでは，資料７に示す 10 年後の附属特別支援学校

の姿が描かれている。当時思い描いた未来の姿が，これからの子どもたちの夢や希望の実現にも繋がっ

ていくように，附属特別支援学校と学部・研究科との共同研究の更なる発展を期待するものである。 
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（資料６ 附属特別支援学校の研究の３つの柱のイメージ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料７ 附属特別支援学校の１０年後の姿（2009 年作成）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（干川隆(監修) 熊本大学教育学部附属特別支援学校編著 2012 年 ポラリスをさがせ〜 

熊大式授業づくりシステムガイドブック〜 (ジアース教育新社) より抜粋） 

 

６．むすびにかえて 

 以上，各附属学校園の教育研究への取組みと学部・研究科（教職大学院）との共同研究の現況につい

て報告させていただいた。今後は，各学校園の教育全体を支える共同研究のあり方や学部・大学院教育

の質を向上させるための共同研究のあり方について一層の吟味・検討が課題である。 


